
南丹教育局管内では、土曜日を活用した教育活動を展開する「社会総がかりで取り組む教育」を目

指し、小学校2校、中学校2校が指定を受け研究を進めています。今回は、５月よりスタートした３校

の取組を紹介します。

最初は、
低・高学年に
分かれて
「お話会」

ふしぎなおうち
コーナー（ドアを

開けるたびに動物が

入れ替わる不思議なお

うちを紙で作ります。）

きりがみ
コーナー

５つのコーナーに

分かれ地域の民生児童

委員さんや保護者の方等にも参加いただき、一

緒に楽しく「ものづくり」に取り組みました。

京都丹波の教育

第 ２４ 号

平成24年６月13日

中間テスト期間中の土曜日

教科書の問いやワークの問題、

用意されたプリントなど、

自分で自分の課題を見つけ、

黙々と取り組みました。

児童44名に対して保護者26名、地域の方

15名の参加で大賑わいであるとともに、地域

ぐるみで子どもを育てる姿を垣間見ました。

お母さんと

児童が親子で

50m

ダッシュ！

スポーツ推進委員も

手伝って

上体起こし

体力測定の後

は、みんな

でリズム体操！

切り方によって美し

い模様になります。


